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先輩方から引き継がれ，積み重ねた 200万点 

 
先日，ベルマーク財団から宮田小学校へ大きな荷物が届きました。たまった点数

で頼んだ品にしたら大きすぎる箱・・・。恐る恐る開けてみると，立派な額に入った賞

状が入っていました。 
1968 年からベルマークを集め始めた宮田小学校。今まで財団に提出した全ての

点数を合わせると 200万点になったということです。およそ 50年間も，先輩たちが途

切れさせることなく続けてきた地道な活動です。ベルマーク委員会だけでなく，PTA

作業で集計をしてきたという歴史もあるそうです。 

歴代の宮小家族が続けてきたこの活動を今後も続けていけたらと思います。今年

は各クラスに，鉛筆削り，ボール，棚，遊び道具等が配られました。 

 

 

児童会長候補 立会演説会が行われました 
 1 月 27 日，立会演説会が行われました。感染防止のため，今年度，一度も全

校で集まっていない宮田小学校です。立会演説会もテレビ放送で行うということ

が検討されましたが，大勢の前で緊張感のある中で演説する，緊張している候

補者を間近に見て，自分たちの決意も新たにする，そんな子どもたちの成長す

る姿を期待し，一人一人の間隔をとり，マスク着用，演説者以外は無言を徹底す

る等，万全の対策のもとで行いました。宮田小学校のために，自分たちの力で

できることを考え，演説をした候補者，推薦責任者，そして候補者をクラス全体

で盛り上げた 5 年生。それを見守る 6 年生。憧れの眼差しで見る 3 年生と 4 年

生。宮田小学校は，今，新しいページをめくろうとしています。 

 

そり・スキー教室  

1/21（2.3.6年）・2/12（1.4.5 年） 
 今年は雪不足の心配もなく，またスキー場の

万全の感染防止対策もあり，思い切り楽しむこ

とができました。近くにスキー場がないため，断

念した学校もある中で，本当にありがたいことだ

なと思います。 

 
 

 

 

 

 

 

今年度，新型コロナウィルス感染拡大により，保護者の皆様に学校に来ていただく機会が激減しました。PTA 活動

もほとんどできない 1年となりました。本来であれば PTA新聞で「6年生の卒業特集」を発行する時期です。今年は

学校だよりにて 6年生の授業の様子を紹介し，卒業特集としたいと思います。 
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社会の授業「戦争と人々のくらし」 
【授業中のつぶやき・ノートより】 

・戦争する意味がわからない。二度とやってほしくない。 

・戦争をしても良いことないのに，当時も今も，何でやるのだろう。 

・今の時代は戦争がなくて良かった。今の時代に生まれて良かった。でもそのこと  

に感謝しなければいけない。 

・日本は戦争をしない国にならなければいけない。 

・8歳くらいの子が戦争に巻き込まれて，本当にかわいそうだ。辛かったと思う。 

・子どものうちにケンカをしておくと，後になって「ケンカしなきゃよかった」って思うはず。戦争は国と国のケンカだか 

ら(国と国には子どもの時代がないけど)，小さいうちにいろんな経験をしておくと，戦争はいけないって思うかもしれ

ない。 

・今、私たちが学校で安心して勉強できるのは幸せなことなんだなと思う。 

・一瞬でたくさんの人が亡くなるということは本当にせつないことだ。絶対に戦争はいけない。 

 

ひめゆり学徒隊，学校での軍事訓練，配給制…戦時中のことを調べたり，ま

とめる中で，「二度と戦争を繰り返してはいけない」と感想に書く子が多かった

です。歴史を学ぶ意味はそこにあるのかもしれません。 

ノートを見ずに自分の意見を堂々と発表している子もいました。友だちの意

見に感心し「そういう考え方っていいよね」という言葉をかける子もいました。 

1 人ではこういう学習はできません。みんなで学ぶことができたことに感謝し，

中学校でも活かしていってほしいなと思います。みなさんの力で戦争を起こさ

ない未来を創ってくださいね。 

 

６年 
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〇６年間とても楽しかった。友だちがたくさんできたり，おも  

しろい先生たちと出会えた。私の宝物です。 

 

〇僕はこの 6 年間で，いろんなことに積極的になれたと思う。  

それはとにかくあいさつを頑張ったから。このことが積極  

的にやれる力になったと思う。 

 

〇このクラスはみんなで助け合えるクラスだと思う。先生がいない時にクラスで問題が起こった。その時，みんなで話

し合って，自分たちの力で解決できた。それがクラスの自信になったと思う。 

 

〇僕が成長したと思うことは，頭が良くなったこと。単に勉強だけじゃなくて，例えば低学年の時に失敗していたこと 

を高学年ではしなくなった。こういう頭の良さが成長したことだと思う。 

 

〇このクラスは「やる時はやる」「楽しむときは楽しむ」みたいに切り替えができるクラスだと思う。みんなが仲良くなっ 

たのは，お互いに「誘い合う」ということを意識したからだと思う。 

 

〇自分が成長したなと思うことは，「自分から考えて行動できるようになったこと」だと思う。みんなで１つのことをやる 

ことはできていたけど，流されてしまうこともあった。今は，自分で考えて 1人でも行動できるようになったと思う。 

 

〇いじめがなく，明るく，空気を読める温かいクラスだった。何かあった時に，みんなで何度も話し合ったからだと思う。 

 

自分たちの努力で得た「たからもの」は，これからの人生で必ず．大きな力となることでしょう。 

 

６年 
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家庭科「巾着袋を作ろう」 
 

「小学校のお礼に，家族にプレゼントしたい」 

「頑張って自分で作ったからこそ，自分で大事

に使ってみたい」 

「裁縫は将来，雑巾を作る時に役立ちそう」 

「ミシンは家庭科の授業の前に興味があったの

で家で経験した。とても楽しい」 

「将来介護士になりたい。きっとこの裁縫は役に

立つと思う」 

「衣装が壊れたときに，自分で修理ができそうな

気がする」 

作業をしながらこんなことを語ってくれました。 

そんな話から… 

 

小学校の勉強の中で，自分にとって「役に立ったな」「や

ってよかったな」と思ったことを話してくれました。 

 

「僕にとっては，家庭科です。調理実習をやって，家に帰

ってから家族に作ったら『おいしい』って言ってくれた。そ

れがとてもうれしかった。また作りたくなった。」 

 

「僕も，家庭科だと思う。学校でやったお味噌汁や，ポテトサラダを作れるようになった。将来，一人暮らししたときに

きっと役に立つと思う。レパートリーを増やさないと！」 

 

「僕は，算数かな。お店で買い物をしている時に，分数とかが役立つこともあるし，合計の金額を頭の中で計算して

いる時に，算数をやっててよかったなと思ったことがある。計算はいろんなところで使える」 

 

「体育です。体がやわらかくなったり，ケガをしなくなったと思う。体育は体を丈夫にする勉強でもあった」 

 

「体育です。例えばマット運動の時には，技ができたことがとても楽しかった。何かに挑戦できるというのは，自分にと

ってやりがいがあったんだと思う。」 

 

今すぐ役に立つ勉強ではないかもしれません。でも生きていく上で「あの時，こんな勉強したっけ」とか「もしかしてあ

の時の経験が生きてるかも」と思う瞬間は必ずあります。クラスの仲間たちと学んだこの 6 年間を，次のステージで活

用していってほしいと思います。 

 

６年 

３組 


